
○ し ん ご う 保 育 園238

ぼ く と わ た し の 絵

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
た
ミ
ニ
ポ

ン
プ
車
操
法
。
練
習
は
難
し
か
っ

た
け
ど
、
本
番
で
は
た
く
さ
ん
拍

手
を
も
ら
え
た
の
で
嬉
し
か
っ
た

で
す
。

鹿
島
　
煌
大
く
ん（
さ
く
ら
組
）

村
の
文
化
祭
で
お
ゆ
う
ぎ
を
し
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
人
が
い
て
、
き
ん

ち
ょ
う
し
た
け
ど
、
上
手
に
か
わ
い

く
踊
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

奥
山
　
　
凜
さ
ん（
さ
く
ら
組
）

こ
う
だ
い

か
し
ま

り
ん

お
く
や
ま

14

＝
 高
品
質
農
産
物
の
安
定
生
産
の
た
め
 ＝

有
機
の
里
づ
く
り

良
質
堆
肥
で
収
入
Ｕ
Ｐ！
！　
　
　
  　
　

有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
TE
L７
８
－３
５
５
５

営
業
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　
（
休
日
：
毎
週
月
曜
日
、
年
末
年
始
）

平
成
２１
年
度
あ
お
も
り
推
き
ゅ
う
肥
品
評
会

優
秀
賞
受
賞

師
 走
12
月

福
　
山
　
煌
　
晶
く
ん

Ｈ
24
・
５
・
27
生

（
地
区
）
戸
来

（
パ
パ
）
智
樹

（
マ
マ
）
明
子

パ
パ
と
マ
マ
の
ね
が
い

き
ょ
う
だ
い
仲
良
く

人
の
動
き

男
　
1,
37
6人
（
－
８
人
）

女
　
1,
46
7人
（
－
５
人
）

計
　
2,
84
3人
（
－
13
人
）

世
帯
数
94
8世
帯（
－
２
世
帯
）

（
平
成
25
年
10
月
31
日
現
在
）
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む
ら
の
ガ
イ
ド

平
成
25
年

タ
ー
コ
イ
ズ（
土
耳
古
玉
）

̶
 成
功
・
大
成
 ̶

誕
生
石

燃
え
る
ご
み
収
集
日
　
新
郷
村
全
域
　
月
曜
日
・
木
曜
日
（
祭
日
も
収
集
し
ま
す
）

家
庭
ご
み
は
収
集
日
の
朝
に
出
し
て
下
さ
い
。
生
ご
み
の
水
切
り
に
ご
協
力
を

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

村
民
相
談
日
　
毎
週
月
・
木
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で
（
場
所
：
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
　
祝
祭
日
の
場
合
は
曜
日
変
更
あ
り
）

２
０
１
３
年
１
２
月

行
　
　
事
　
　
等

備
　
　
　
考

ふ
く

や
ま

お
う

し
ょ
う

日
曜

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
１
階
　
中
会
議
室
　
9：
00
～
12
：
00

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

美
郷
館

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階
　
相
談
室
　
10
：
00
～
15
：
00

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

美
郷
館

み
ん
な
で
支
え
る

国
民
年
金

日
本
年
金
機
構

こ
の
広
報
紙
は
地
産
地
消
・
輸
送
マ
イ
レ
ー
ジ
に
配
慮
し
た
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

11月３日　しんごう保育園幼年消防クラブが
ミニポンプ車操法を披露
（関連記事11ページ）

11月３日　しんごう保育園幼年消防クラブが
ミニポンプ車操法を披露
（関連記事11ページ）

し
わ
す

D
ec
em
be
r

新
郷
温
泉
館
休
館
日

国
民
健
康
保
険
税
第
３
期
納
期
限

２
月
介
護
保
険
料
普
通
徴
収
第
３
期
納
期
限

特
定
健
診（
～
６
日
）　
不
用
犬
の
引
き
取
り
日

４
水

６
金
特
設
人
権
相
談

資
源
ご
み（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）収
集
日

９
月

が
ん
健
診
・
特
定
健
診
結
果
説
明
会
・
生
活
習
慣
改
善
指
導

11
水

新
郷
温
泉
館
休
館
日

８
日
一
般
家
庭
防
火
診
断

し
ん
ご
う
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
タ
20
13

１
日
一
般
家
庭
防
火
診
断

行
政
相
談

13
金
冬
の
交
通
安
全
県
民
運
動（
～
20
日
）

16
月
資
源
ご
み（
缶
・
新
聞
等
５
品
目
）収
集
日

新
郷
温
泉
館
休
館
日

18
水
特
定
健
診（
～
20
日
）

19
木
母
と
子
の
栄
養
教
室
・
乳
幼
児
健
康
相
談

第
23
回
交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
・
電
動
カ
ー
ト
安
全
講
習
会

資
源
ご
み
（
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）収
集
日

20
金
２
学
期
終
業

●
天
皇
誕
生
日

23
月
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ブ

24
火

ク
リ
ス
マ
ス
　
固
定
資
産
税
・
住
民
税
第
４
期
納
期
限

25
水
特
定
健
診（
～
27
日
）

官
庁
仕
事
納
め
　
燃
え
な
い
ご
み
収
集
日

27
金
大
み
そ
か

31
火

この村を守る消防団員募集！この村を守る消防団員募集！



２３　広報しんごう　H25・11

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000

　新郷村の条例により、平成25年度上半期
の財政状況（平成25年４月から平成25年９月
まで）の概要をお知らせします。  

人　口　　　2,856 人
世帯数　　　　950世帯
平成 2 5年 9月 3 0日現在

災害復旧費・
労働費・予備費（ ）

一 般 会 計
歳　入

歳入予算額　3,080,309
収 入 済 額　1,557,260
収入執行率　　　50.6％

1,228,707
1,607,657

歳　出

歳出予算額　3,080,309
支 出 済 額　1,002,321
支出執行率　　　32.5％

予算額

執行額

そ の 他

公 債 費

教 育 費

消 防 費

土 木 費

商 工 費

農林水産業費

衛 生 費

民 生 費

総 務 費

議 会 費

予算額

執行額

そ　の　他

村　　　債

諸　収　入

県 支 出 金

国庫支出金

地方交付税

村　　　税

0 100,000 200,000 300,000 400,000 600,000 700,000500,000

32,852
60,816

202,385
647,087

146,278
509,750

18,848
75,619
68,487

389,199
109,605

179,950

55,618
393,785

36,223
122,432

92,467
256,161

209,609
387,272

58,238
29,949

（単位：千円）
（平成25年９月30日現在）

287,202

平成25年度　予算執行状況平成25年度　予算執行状況平成25年度　予算執行状況

執行額

予算額

執行額

予算額

（平成25年9月30日現在）（平成25年9月30日現在）（平成25年9月30日現在）

特別会計歳入歳出予算の状況

千円 千円 ％ 千円 ％

地 方 債 の 現 在 高

金 額 構成比

426,860 151,315 35.4 38.2

20,940 17.6 41.9

7,838 15.0 37.2

2,872 1.9 33.4

653 1.8 30.3

126,026 31.2 40.7

12,336 10.4 9.5

6,966 11.9 2.4

119,229

52,290

149,732

37,253

404,115

118,229

58,450

一 般 会 計
（デイサービス施設分含む）

簡 易 水 道
特 別 会 計

特定環境保全
公共下水道
特 別 会 計

農業集落排水
特 別 会 計

予 算 額 収入済額 執 行 率 支出済額 執 行 率

千円 ％ ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比

100.07,300 100.01,052,014100.0139,980 100.0246,329

100.07,300 51.9545,714

15.7164,914

32.4341,386

100.0139,980 52.9130,325

0.61,384

46.5114,620

（平成25年９月末現在）

（平成25年９月末現在）

特 別 会 計 名

国 民 健 康 保 険

国 民 健 康 保 険 診 療 所

簡 易 水 道

特定環境保全公共下水道

農 業 集 落 排 水 事 業

介 護 保 険

6,180

163,208

49,929

19,477

50,035

11,293

164,501

11,248

1,402

7,81018.3 23.133,800後 期 高 齢 者 医 療

戸 来 財 産 区

西 越 財 産 区

金額・構成比

合　　　計

青 森 県

みちのく銀行

国の予算貸付

地方公共団体金融機構
（金融公庫含む）

簡易生命保険資金

郵便貯金資金

財政融資資金

100.0

0.2

22.2

1.6

14.0

4.8

7.5

49.7

2,628,239

4,150

584,080

41,698

367,035

126,310

197,593

1,307,373

金 額 構成比

診療所特別会計

千円

借

入

先

政
府
資
金

会 計 区 分

39,538

43,669

13,469

16,600

112,860
183,718

216,364

175,302

303,500

102,417
306,566



４５　広報しんごう　H25・11

住
居
手
当

勧奨・定年
28.7875月分
38.955月分
55.86月分
55.86月分

区 分

24年度

　住民基本
　台帳人口
（24.３.31現在）

歳 出 額
　 Ａ

人 件 費
　 Ｂ

人件費率
　Ｂ／Ａ

実質収支

2,919 2,626,052 140,567 528,922 20.1
千円 千円 千円 ％人

一 般 行 政 職 技 能 労 務 職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
302,300円 42.8歳 284,100円 49.0歳

区 分
経　　験　　年　　数

大学卒
高校卒

初任給

172,200
140,100

187,400
－

175,300
157,200

227,700
199,500

246,700
222,600

292,900
286,800

339,100
293,700

－
335,500

370,500
368,900

－
397,500

１年未満 １年以上
２年未満

７年以上
10年未満

10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

25年以上
30年未満

30年以上
35年未満 35年以上

区　分

職員数（人）
構 成 比

区　分 新　　　　 郷　 　　　村 国

６　級

8 56

参　　事標準的な
職務内容

13

１　級

主　　事

23.2%

３　級

11

主　　幹

19.6%

４　級

総括主幹

23.2% 100.0%

２　級

主　　査

6
10.7%

５　級

513

副参事等

8.9% 14.3%

計

期末手当

勤勉手当

退職手当

（支給割合）
　　　　　　　　　期末手当　　勤勉手当
　６月期　　　　　1.175月分　  0.675月分
　12月期　　　　　1.325月分　  0.675月分
　　計　　　　　　　2.5月分　  1.35月分

　職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

（支給割合）
　　　　　　　　　期末手当　　勤勉手当
　６月期　　　　　1.225月分　  0.675月分
　12月期　　　　　1.375月分　  0.675月分
　　計　　　　　　　2.6月分　  1.35月分

　職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

（支　給　率）

　勤続20年
　勤続25年
　勤続35年
　最高限度額

　その他の加算措置
　　定年前早期退職特例措置　　（２～20％加算）

勧奨・定年
28.7875月分
38.955月分
55.86月分
55.86月分

自己都合
23.03月分
32.83月分
46.55月分
55.86月分

自己都合
23.03月分
32.83月分
46.55月分
55.86月分

（支　給　率）

　勤続20年
　勤続25年
　勤続35年
　最高限度額

　その他の加算措置
　　定年前早期退職特例措置　　（２～20％加算）

給与費総額　321,799千円

給　料
221,253千円
給　料
221,253千円

　期　末 ● 勤勉手当　77,347千円

その他の職員手当　23,199千円

新郷村職員の給与等のあらまし新郷村職員の給与等のあらまし
地方公務員給与の適正化を目的とした国の指導に基づく
村職員の給与等について、そのあらましをお知らせします。
地方公務員給与の適正化を目的とした国の指導に基づく
村職員の給与等について、そのあらましをお知らせします。

1．人件費の状況（普通会計）　※地方財政状況調査より 2．職員給与費の状況（普通会計の24年度決算）

3．職員の平均月額及び平均年齢の状況（平成25年４月１日現在）

5．一般行政職の級別職員数の状況（平成25年４月１日現在）

6．職員手当の状況（平成25年４月１日現在）

4．一般行政職員の初任給及び学歴別平均給料月額 （平成25年４月１日現在）

※地方財政状況調査より

時
間
外
手
当

（
普
通
会
計
）

区
分

通
勤
手
当

扶　
　

養　
　

手　
　

当

内　　　　容 国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

配　偶　者

配
偶
者
以
外

13,000円

6,500円

11,000円

１人につき
5,000円加算

１人につき
6,500円

１　

人　

目 配偶者無し

配偶者有り

２人目以上

満16歳の年度初めから
満22歳の年度末までの子

借　家（借間）　限度額　27,000円

交通機関等利用者　限度額　45,000円
交通用具利用者　限度額　24,500円

同 ̶

同 ̶

同 ̶

区 分

村 長

副村長

議 長

副議長

議 員

給　　料
（報酬月額）
763,000円

604,000円

教育長 556,000円

283,000円

240,000円

225,000円

期 末 手 当

特別職

（支給割合）

６月期 1.35月分

12月期 1.5月分

　　計 2.85月分

加算措置　 有

議　員

（支給割合）

６月期 1.35月分

12月期 1.5月分

　　計 2.85月分

加算措置　 有

（注）１．職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または
　　　　非常勤職員を除いています。

①

②

区　　　　分 職　員　数（人）
平成23年

対前年
増減数

一
般
行
政
部
門

部　
　

門

特
別
行
政

会

計

部

門

公
営
企
業
等

普　通　会　計

議　　　会
18
4
9
2
0
8
5
4
52
8
0
8
60
6
1
0
1
6
14
74

2
19
4
9
2
0
8
5
4
53
6
0
6
59
6
1
0
1
6
14
73

2
19
4
9
2
0
8
4
4
52
6
0
6
58
7
1
0
1
6
15
73

2
平成24年 平成25年

△　1

△　1

△　1
　　1

　　1

総　　　務
税　　　務
民　　　生
衛　　　生
労　　　働
農 林 水 産
商　　　工
土　　　木
小　　　計

病　　　院
水　　　道
交　　　通
下　水　道
そ　の　他
小　　　計

教　　　育
消　　　防
小　　　計

合　　　　　　計

平成23年度支給総額 9,721千円

8,357千円平成24年度支給総額

7．特別職の報酬等の状況（平成25年４月１日現在）

8．部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

　（平成25年４月１日現在）

単位：円



展 示 品 あ れ こ れ展 示 品 あ れ こ れ

　
二
つ
の
大
会
に
出
場
し
た
選
手

は
、
去
る
９
月
１
日
に
開
催
さ
れ

た
青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会
選
手

団
の
中
か
ら
出
場
し
て
お
り
、
県

民
駅
伝
終
了
後
も
黙
々
と
練
習
を

続
け
て
き
た
も
の
で
、
次
期
大
会

に
向
け
て
闘
志
満
々
で
し
た
。

　
10
月
20
日
、
第
38
回
小
川
原
湖

駅
伝
競
走
大
会
が
三
沢
市
民
の
森

陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
、
本
村

か
ら
新
郷
村
三
ッ
岳
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
が
初
出
場
し
、
一
般
Ｂ
の
部

で
第
５
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
一
般
Ｂ
の
部
に
は
県
内
か
ら
７

チ
ー
ム
が
参
加
。
あ
い
に
く
の
雨

の
中
、
６
区
間
、
21
・
９
７
５
キ

ロ
を
６
人
で
走
破
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
ク
ラ
ブ
は
翌
週
の
10

月
27
日
に
も
南
部
町
で
開
か
れ
た

三
戸
郡
駅
伝
競
走
大
会
に
出
場
し
、

一
般
・
高
校
男
子
の
部（
５
区
間

19
・
７
キ
ロ
）で
、
見
事
第
２
位

に
輝
き
ま
し
た
。

　
毎
年
恒
例
の
新
郷
村
文
化
祭
が

11
月
２
日
と
３
日
の
２
日
間
、
美

郷
館
で
開
催
さ
れ
、
保
育
園
児
を

は
じ
め
児
童
生
徒
の
作
品
、
住
民

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
写
真
や
趣
味
の

作
品
な
ど
が
多
数
展
示
さ
れ
、
大

勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
３
日
は
、
ピ
ア
ノ
発
表
会
や
し

ん
ご
う
保
育
園
の
遊
戯
、
村
内
の

小
中
学
生
に
よ
る
合
唱
発
表
会
な

ど
も
行
わ
れ
、
来
場
者
か
ら
盛
ん

な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
八
戸
学
院
短
期
大
学
の

学
生
に
よ
る「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ

ョ
ー
」や「
劇
団
や
ま
せ
」の
語
り

部
、
八
戸
商
業
高
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
演
奏
会
も
開
か
れ
、
会
場
は

芸
術
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。

第２位になり満面の笑みを浮かべる選手ら

小川原湖駅伝競技大会で
タスキをつなぐ選手

三戸郡駅伝競走大会で、スタートを切った日向選手（右から２番目）

小川原湖駅伝競走大会で第５位
に入賞した選手
（Ｂ・Ｃの部38チーム中　総合９位）

八戸学院短期大学の学生によるアンパンマンショーで、ダンスを踊る来場者

八戸商業高等学校吹奏楽部による演奏会

しんごう保育園の園児によるお遊戯

野沢中学校の生徒による野中ソーラン 戸来小学校の児童による合唱

新郷中学校の生徒による合唱

連合婦人会によるくしもちの販売 　老人クラブの会員による趣味の作品展示

多
彩
な
催
し
物
と
作
品
で

　
　
　
　文
化
の
日
を
満
喫

　
新
郷
村
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
実
行
委
員
会

（
会
長
　
新
郷
村
長
　
須
藤
良
美
）は
10
月
29

日
、
今
年
５
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た「
チ
ャ

レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
３
」の
際
に
御
協
力
い

た
だ
い
た
関
係
者
ら
約
80
名
を
招
き
、
総
会

と
日
本
一
を
祝
う
祝
勝
会
を
美
郷
館
で
開
き

ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、

平
成
25
年
度
事

業
計
画
と
収
支

予
算
の
変
更
に

つ
い
て
説
明
。

　
受
賞
祝
勝
会

で
は
、
須
藤
村

長
が
協
力
者
へ

の
お
礼
と
３
連

覇
達
成
の
た
め

の
更
な
る
協
力

を
呼
び
か
け
、

福
山
惠
一
郎
議

会
議
長
の
音
頭

で
乾
杯
。
参
加

者
は
今
回
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
大
賞
と
カ
テ
ゴ

リ
ー
別
優
秀
賞
の
Ｗ

受
賞
を
祝
う
と
と
も

に
、
来
年
の
勝
利
を

誓
い
、
杉
村
勝
司
体

育
協
会
会
長
の
音
頭

で
３
連
覇
コ
ー
ル
を

し
て
閉
宴
し
ま
し
た
。

チャレンジデー日本一を祝い、乾杯

山村開発センターに掲げられた日本一を示す懸垂幕

展 示 品 あ れ こ れ

こ
の
栄
光
は
努
力
の
た
ま
も
の
！

新
郷
村
文
化
祭

７　広報しんごう　H25・11

新
郷
村
文
化
祭

６

小
川
原
湖
駅
伝
競
走
大
会
　
第
５
位
　

三
戸
郡
駅
伝
競
走
大
会
　
　
第
２
位

「
新
郷
村
三
ッ
岳
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」駅
伝
に
か
け
る
！

日本一受賞祝勝会
来年の勝利を誓い、 ３連覇コール！

スポーツイベント
チャレンジデー　２０１３

二大会参加者名簿
監督：﨑　幸吉

選手氏名 （年齢）勤務先・学校名

村 上　雄哉 21 下北地方福祉事務所

佐 藤 　拓也 18 ㈱日本原燃

中鶴間　啓祐 18 八戸工科学院

日 向　洸介 16 八戸西高等学校

福 山　泰勇 15 八戸西高等学校

小笠原　功大 15 三本木農業高等学校

佐々木　誠人 13 新郷中学校

中鶴間　祥太 13 野沢中学校

横道　千里 13 野沢中学校

福山　泰誠 12 新郷中学校

※年齢順・補欠含む

むら かみ ゆう や

さ とう たく や

なかつる ま けいすけ

ひなた こう すけ

ふく やま たい ゆう

お がさ わら こう た

さ さ き まさと

なかつる ま しょう た

よこ みち せん り

ふく やま たい せい
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８

第16回五戸地方農産物品評会
　農家自慢の農産物を出品！
　　　　　新郷村の入賞者は11名

第
16
回
五
戸
地
方
農
産
物
品
評
会
入
賞
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　（新
郷
村
分
）

川
代
多
鶴
子

古
井
　
弘
幸

長
根
美
千
代

長
根
　
き
わ

長
根
　
茂
光

畑
中
　
義
祝

荻
沢
　
　
功

櫻
井
　
光
子

長
野
　
　
晃

櫻
井
　
利
弘

守
野
　
市
男

入
　
賞
　
者

輪
菊（
神
馬
）

ピ
ー
マ
ン

大
　
　
　
根

輪
菊（
神
馬
）

カ
ボ
チ
ャ

キ
ャ
ベ
ツ

ま
っ
し
ぐ
ら

輪
菊（
神
馬
）

品
　
目
　
名

花
　
　
　
き

一
般
野
菜
２

２
等

１
等

優
等 賞

一
般
野
菜
１

花
　
　
　
き

一
般
野
菜
２

水
　
　
　
稲

花
　
　
　
き

部
　
　
　
門

葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
で
町
お
こ
し
を
実
現
し
た

　
　徳
島
県
上
勝
町
を
視
察

　同
町
は
間
伐
材
な
ど
を
利
用
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
も
展
開

か
み 

か
つ
ち
ょ
う

　
こ
の
危
機
を
打
破
す
る
た
め
、

当
時
農
協
の
指
導
員
だ
っ
た
方
の

提
案
で
、
山
で
採
れ
る
葉
っ
ぱ（
モ

ミ
ジ
・
柿
・
南
天
な
ど
）を
料
理

の「
つ
ま
も
の
」と
し
て
生
産
販
売

す
る
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の「
つ
ま
も
の
」は
軽
量

な
う
え
付
加
価
値
が
高
く
、
女
性

や
高
齢
者
で
も
容
易
に
携
わ
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
生
産
設
備
に
大

き
な
投
資
を
す
る
こ
と
な
く
、
地

域
に
残
っ
た
人
た
ち
だ
け
で
も
十

分
対
応
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
日
、
彩
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
で

年
商
２
億
円
を
稼
ぎ
出
す
ほ
ど
ま

で
に
成
長
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
彩
事
業
が
町
の
再
生
に
結
び
つ

き
、
全
国
か
ら
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者

が
多
く
、
都
会
に
出
て
行
っ
た
子

ど
も
や
孫
た
ち
の
帰
郷
が
相
次
い

で
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
上
勝
町
は
総
面
積
の
86
％
が
山

林
で
、
近
年
の
木
材
価
格
の
低
迷

に
よ
り
危
機
的
状
況
と
な
っ
て
い

る
中
、
町
の
豊
富
な
森
林
資
源
を

有
効
利
用
で
き
る
も
の
の
一
つ
と

し
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活

用
に
注
目
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

国
内
で
の
導
入
実
績
も
ほ
と
ん
ど

な
い
こ
と
か
ら
調
査
研
究
を
重
ね
、

平
成
16
年
度
か
ら
17
年
度
に
は
環

境
省
の
交
付
金
を
受
け
て
、
温
泉

施
設
に
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
を

導
入
。
こ
の
木
質
チ
ッ
プ
は
１
０

０
％
上
勝
町
産
の
未
使
用
木
材
で

ま
か
な
わ
れ
て
お
り
、
１
日
に
約

１
・
５
ト
ン
を
使
用
。
町
内
の
中

学
校
等
に
も
薪
ス
ト
ー
ブ
を
導
入

し
、
環
境
教
育
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
利
用
に
よ
り
、
二
酸
化
炭
素

排
出
抑
制
に
よ
る
地
球
温
暖
化
防

止
、
森
林
林
業
の
活
性
化
、
雇
用

の
創
出
等
に
よ
る
地
域
経
済
の
好

循
環
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
彩
事
業
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事

業
と
も
、
町
の
資
源
を
有
効
活
用

し
た
事
業
が
上
勝
町
民
一
人
ひ
と

り
に
よ
い
刺
激
と
な
り
、
町
の
活

性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に

感
動
し
た
研
修
で
し
た
。

　
10
月
31
日
、
南
部
町
に
お
い
て
、

三
戸
郡
町
村
議
会
議
長
会
主
催
に

よ
る
三
戸
郡
町
村
議
会
議
員
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
青
森
県
農
林
水
産
部

あ
お
も
り
食
品
産
業
振
興
チ
ー
ム

の
三
上
一
哉
氏
で
、「
農
林
水
産
業

の
６
次
産
業
化
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

？
」と
題
し
、
６
次
産
業
化
の
メ

リ
ッ
ト
や
仕
組
み
に
つ
い
て
講
演

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
内
で
６
次
産
業
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
団
体
も
紹
介
さ

れ
、
興
味
深
い
研
修
と
な
り
ま
し

た
。

　
新
郷
村
議
会
で
は
、
９
月
17
日

か
ら
20
日
ま
で
の
４
日
間
に
わ
た

り
、
徳
島
県
上
勝
町
を
訪
問
し
、

同
町
で
行
わ
れ
て
い
る「
彩
事
業
」

と「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
」を
視

察
し
ま
し
た
。

　
徳
島
県
上
勝
町
は
現
在
、
人
口

約
２
０
０
０
人
で
、
住
民
の
２
人

に
１
人
が
高
齢
者
と
い
う
過
疎
化

が
進
む
町
で
す
。

　
主
要
産
業
で
あ
っ
た
林
業
や
温

州
み
か
ん
な
ど
の
生
産
が
伸
び
悩

む
中
、
昭
和
56
年
の
異
常
寒
波
で
、

ほ
と
ん
ど
の
み
か
ん
の
木
が
枯
死

し
て
し
ま
い
、
大
打
撃
を
受
け
ま

し
た
。

　
五
戸
地
方
農
産
物
品
評
会
が
11
月
１
日
か
ら
３
日
ま

で
の
３
日
間
、
五
戸
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
、
野
菜
や
水

稲
、
果
樹
、
花
き
な
ど
６
部
門
に
わ
た
り
３
８
５
点
が

出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
村
の
農
家
が
最
も
多
く
出
品
し
た
の
が
ダ
イ
コ
ン

で
26
点
、
次
い
で
花
き
が
８
点
。
花
き
部
門
で
は
昨
年

に
続
き
、
守
野
市
男
さ
ん
が
優
等
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

五戸ドームで行われた五戸地方農産物品評会の表彰式に臨んだ入賞者ら

講演に聞き入る議員

木質チップを使った木質バイオマス事業の現場を視察 上勝町で彩事業の説明に聞き入る議員

かけ声の録音をする戸来小児童４人と歌手の小西礼子さん（左から２番目）
自衛官募集相談員を委嘱された中平泰孝さん（左
から２番目）、髙村定志さん、鷹觜昌也さん

平子沢放牧場に放牧した牛をトラックに乗せ 、牛舎へ連れ帰る農家

　
村
営
平
子
沢
放
牧
場
の
閉
牧
が

10
月
23
日
行
わ
れ
、
農
家
が
牛
を

ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
て
、
山
を
下
り

ま
し
た
。

　
今
年
は
最
盛
期
で
黒
毛
和
種
90

頭
を
放
牧
。

　
約
５
ヶ
月
間
に
わ
た
り
放
牧
場

で
の
生
活
を
送
っ
た
牛
た
ち
は
、

す
っ
か
り
紅
葉
し
た
山
を
背
に
牛

舎
へ
と
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
11
月
５
日
、
村
と
自
衛
隊
青
森

地
方
協
力
本
部
長
の
連
名
で
、
地

域
で
の
自
衛
官
募
集
事
務
の
活
動

を
行
う
自
衛
官
募
集
相
談
員
と
し

て
、
中
平
泰
孝
さ
ん（
新
町
）、
髙

村
定
志
さ
ん（
西
越
）、
鷹
觜
昌
也

さ
ん（
本
村
職
員
）の
３
人
に
委
嘱

状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　
３
人
の
任
期
は
２
年
間
で
、
平

成
27
年
11
月
４
日
ま
で
で
す
。

　
10
月
８
日
、
戸
来
小
学
校
で

「
新
郷
生
キ
ャ
ラ
煎
餅
音
頭
」の
か

け
声
の
録
音
が
行
わ
れ
、
歌
手
の

小
西
礼
子
さ
ん
と
作
詞
・
作
曲
を

し
た
田
中
正
徳
村
民
相
談
員
の
指

導
の
も
と
、
児
童
４
人
が
記
念
す

べ
き
Ｃ
Ｄ
の
制
作
に
携
わ
り
ま
し

た
。

　
放
送
室
で
行
わ
れ
た
録
音
に
は
、

５
年
生
の
藤
村
倖
大
君
と
湯
沢
紗

也
加
さ
ん
、
６
年
生
の
戸
田
悠
仁

君
と
藤
村
笑
珠
子
さ
ん
が
参
加
し
、

気
持
ち
を
込
め
て
歌
っ
て
い
ま
し

た
。平

成
25
年
度

三
戸
郡
町
村
議
会
議
員

研
修
会
開
催
さ
れ
る

い
ろ
ど
り

い
ろ
ど
り

う
ん

し
ゅ
う

い
ろ
ど
り

い
ろ
ど
り

いろどり

守
野
市
男
さ
ん（
平
）

　
　輪
菊（
神
馬
）で
優
等
賞
！
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Ｃ
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募
集
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員
と
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て

中
平
泰
孝
さ
ん
、
髙
村
定
志
さ
ん
、
鷹
觜
昌
也
さ
ん
に
委
嘱
状
を
交
付

新
郷
村
議
会
の
う
ご
き

葉
っ
ぱ
が
お
金
に
変
わ
る
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〜
高
齢
者
や
女
性
に
出
番
を
！

　
　
　上
勝
町
の
彩
事
業
〜

　

〜
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
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き
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績
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談
員
と
し
て

中
平
泰
孝
さ
ん
、
髙
村
定
志
さ
ん
、
鷹
觜
昌
也
さ
ん
に
委
嘱
状
を
交
付

新
郷
村
議
会
の
う
ご
き

葉
っ
ぱ
が
お
金
に
変
わ
る
!?

〜
高
齢
者
や
女
性
に
出
番
を
！

　
　
　上
勝
町
の
彩
事
業
〜

　

〜
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
で

林
業
の
活
性
化
と
雇
用
の

創
出
〜

た
か
の
は
し

い
ろ
ど
り
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

雲
丹
か
か
げ
震
え
る
海
女
の
最
終
日

工
　
藤
　
陽
　
一

縁
側
の
く
る
み
を
ね
ら
う
烏
か
な

鹿
　
島
　
と
　
わ

草
の
名
を
聞
か
れ
て
困
る
秋
句
会

戸
　
来
　
れ
い
子

ほ
ろ
苦
き
思
い
出
胸
に
菜
種
蒔
く

小
　
坂
　
良
　
子

生
き
生
き
と
昔
語
り
て
菜
種
蒔
く

鹿
　
島
　
惠
美
子

な
に
も
か
も
知
ら
ぬ
ま
ま
な
り
菜
種
ま
く

福
　
山
　
康
　
子

菜
種
ま
き
じ
っ
と
我
慢
し
時
を
待
つ

髙
　
根
　
リ
　
サ

う
ら
道
に
落
ち
葉
集
ま
り
華
や
ぎ
ぬ

長
　
峯
　
ユ
　
リ

イ
ベ
ン
ト
や
雲
丹
取
る
海
女
の
海
は
秋

村
　
上
　
て
　
る

鉄
鍋
に
思
い
を
込
め
し
き
の
こ
汁

金
　
沢
　
　
　
凡

は
な

う

に 生
活
支
援
対
策
事
業

住
民
76
人
が
除
草
作
業
や
側
溝
清
掃
に
従
事

　
11
月
３
日
、
役
場
前
で
し

ん
ご
う
保
育
園
の
園
児
13
人

が
ミ
ニ
ポ
ン
プ
車
操
法
を
披

露
し
ま
し
た
。

　
当
初
は
10
月
27
日
の
新
郷

村
防
災
訓
練
の
中
で
披
露
す

る
は
ず
で
し
た
が
、
防
災
訓

練
が
天
候
不
順
に
よ
り
中
止

と
な
っ
た
た
め
、
新
郷
村
文

化
祭
が
開
催
さ
れ
る
こ
の
日

に
披
露
す
る
こ
と
に
な
っ
た

も
の
。

　
園
児
た
ち
に
操
法
を
指
導

し
た
の
は
、
五
戸
消
防
署
西

分
遣
所
の
職
員
で
、
10
月
11

日
か
ら
練
習
を
開
始
。

　
園
児
は
カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
を
か
ま
え
た
家
族
ら

に
見
守
ら
れ
、
照
れ
な
が
ら

も
機
敏
に
操
法
を
終
え
ま
し

た
。こ
の
後
、頑
張
っ
た
ご
褒

美
に
と
木
村
西
分
遣
所
所
長

か
ら
園
児
一
人
ひ
と
り
に
、

メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
第
２
回
新
郷
村
議
会

臨
時
会
が
、
10
月
30
日
に
開
か
れ
、

次
の
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

▼
平
成
25
年
度
新
郷
村
一
般
会
計

補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
２
０
５
０
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
29
億

６
９
７
５
万
９
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
　
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
の
主

な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
地
方
交
付
税
　
２
０
５
０
万
円

・
農
地
・
水
路
維
持
管
理
等
委
託

料
　
　
　
　
　
　
６
２
０
万
円

・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
工
事
請

負
費
　
　
　
　
　
４
０
０
万
円

・
道
路
・
河
川
維
持
管
理
等
委
託

料
　
　
　
　
　
　
３
７
０
万
円

・
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

工
事
請
負
費
　
　
６
０
０
万
円

▼
新
郷
村
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等

強
靱
化
整
備
工
事
契
約
が
締
結

さ
れ
ま
し
た
。

１
．
工
事
の
名
称（
場
所
）

　
新
郷
村
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

等
強
靱
化
整
備
工
事（
戸
来
字

丹
内
沢
地
内
）

２
．
請
負
金
額
　
６
４
０
５
万
円

　
　（
内
消
費
税
額
３
０
５
万
円
）

３
．
契
約
の
相
手
方

　
　
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

　
　
青
森
支
店

※

公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
強
靱
化

整
備
事
業
と
は…

雪
害
等
で
長
時

間
テ
レ
ビ
視
聴
が
で
き
な
く
な
る

事
態
を
回
避
し
、
情
報
途
絶
に
よ

る
住
民
不
安
の
解
消
を
目
的
と
す

る
事
業
。

　
役
場
セ
ン
タ
ー
と
雪
害
の
多
発

地
帯
を
挟
む
位
置
に
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

を
新
設
置
し
、
役
場
セ
ン
タ
ー
と
サ

ブ
セ
ン
タ
ー
間
の
伝
送
路
の
２
ル
ー

ト
化
を
図
る
と
と
も
に
、
サ
ブ
セ
ン

タ
ー
に
非
常
用
発
動
発
電
機
を
設

置
し
、
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
と
受
信
点
設

備
へ
給
電
す
る
こ
と
で
長
時
間
の

停
電
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
10
月
21
日
か
ら
11
月
１
日
ま
で

の
土
日
を
除
く
10
日
間
に
わ
た

り
、
生
活
支
援
対
策
事
業
が
行
わ

れ
、
住
民
76
人（
男
性
36
人
、
女

性
40
人
）が
村
内
の
公
共
施
設
周

辺
の
草
取
り
や
村
道
の
側
溝
清
掃

作
業
に
従
事
し
ま
し
た
。

　
初
日
の
21
日
に
役
場
前
の
車
庫

で
行
わ
れ
た
出
発
式
で
は
、
戸
来

地
区
の
住
民
を
前
に
、
須
藤
村
長

が「
と
に
か
く
ケ
ガ
の
な
い
よ
う

に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」と
あ
い

さ
つ
。
こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨

で
し
た
が
、
作
業
に
あ
た
る
住
民

は
雨
ガ
ッ
パ
を
着
て
、
監
督
員
の

指
示
に
従
い
、
さ
っ
そ
く
作
業
現

場
に
向
か
い
ま
し
た
。
　

　
10
月
30
日
、
西
越
財
産
区
議

会
は
西
越
支
所
で
組
織
会
を
開

き
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

議
　
長
　
崩
　
利
雄（
崩 

75
歳
）

副
議
長
　
川
代
惠
則（
平 
66
歳
）

                 

（
敬
称
略
）

　
任
期
は
平
成
25
年
10
月
30
日

〜
平
成
29
年
10
月
29
日
ま
で
の

４
年
間
で
す
。

歳
入

歳
出整列、操法開始！整列、操法開始！

き
ょ
う
じ
ん
か

操法の練習を頑張ったご褒美に木村西分
遣所所長からトロフィーのプレゼント

戸来小学校のサツマイモ掘り 先生と一緒に大きく育ったサツマイモを掘る西越小学校の児童

しんごう保育園付近の除草作業

堂ヶ前～栃窪線の側溝清掃作業

役場前の車庫で行われた出発式

９月16日の台風による災害発生
現場（大谷地入り口）　　　　　

９月16日の台風による斜面崩落
現場（郡司）　　　　　　　　　

し
ん
ご
う
保
育
園
の
園
児

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
・

ミ
ニ
ポ
ン
プ
車
操
法
を
披
露
！

サツマイモ

掘り日和
びより

西
越
財
産
区
議
会

　
議
長
・
副
議
長
を
決
定

平
成
25
年
第
２
回
新
郷
村
議
会
臨
時
会

平
成
25
年
第
２
回
新
郷
村
議
会
臨
時
会
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雲
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か
げ
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え
る
海
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の
最
終
日

工
　
藤
　
陽
　
一

縁
側
の
く
る
み
を
ね
ら
う
烏
か
な

鹿
　
島
　
と
　
わ

草
の
名
を
聞
か
れ
て
困
る
秋
句
会

戸
　
来
　
れ
い
子

ほ
ろ
苦
き
思
い
出
胸
に
菜
種
蒔
く

小
　
坂
　
良
　
子

生
き
生
き
と
昔
語
り
て
菜
種
蒔
く

鹿
　
島
　
惠
美
子

な
に
も
か
も
知
ら
ぬ
ま
ま
な
り
菜
種
ま
く

福
　
山
　
康
　
子

菜
種
ま
き
じ
っ
と
我
慢
し
時
を
待
つ

髙
　
根
　
リ
　
サ

う
ら
道
に
落
ち
葉
集
ま
り
華
や
ぎ
ぬ

長
　
峯
　
ユ
　
リ

イ
ベ
ン
ト
や
雲
丹
取
る
海
女
の
海
は
秋

村
　
上
　
て
　
る

鉄
鍋
に
思
い
を
込
め
し
き
の
こ
汁

金
　
沢
　
　
　
凡

は
な

う

に 生
活
支
援
対
策
事
業

住
民
76
人
が
除
草
作
業
や
側
溝
清
掃
に
従
事

　
11
月
３
日
、
役
場
前
で
し

ん
ご
う
保
育
園
の
園
児
13
人

が
ミ
ニ
ポ
ン
プ
車
操
法
を
披

露
し
ま
し
た
。

　
当
初
は
10
月
27
日
の
新
郷

村
防
災
訓
練
の
中
で
披
露
す

る
は
ず
で
し
た
が
、
防
災
訓

練
が
天
候
不
順
に
よ
り
中
止

と
な
っ
た
た
め
、
新
郷
村
文

化
祭
が
開
催
さ
れ
る
こ
の
日

に
披
露
す
る
こ
と
に
な
っ
た

も
の
。

　
園
児
た
ち
に
操
法
を
指
導

し
た
の
は
、
五
戸
消
防
署
西

分
遣
所
の
職
員
で
、
10
月
11

日
か
ら
練
習
を
開
始
。

　
園
児
は
カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
を
か
ま
え
た
家
族
ら

に
見
守
ら
れ
、
照
れ
な
が
ら

も
機
敏
に
操
法
を
終
え
ま
し

た
。こ
の
後
、頑
張
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た
ご
褒

美
に
と
木
村
西
分
遣
所
所
長

か
ら
園
児
一
人
ひ
と
り
に
、

メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
第
２
回
新
郷
村
議
会

臨
時
会
が
、
10
月
30
日
に
開
か
れ
、

次
の
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

▼
平
成
25
年
度
新
郷
村
一
般
会
計

補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
２
０
５
０
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
29
億

６
９
７
５
万
９
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
　
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
の
主

な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
地
方
交
付
税
　
２
０
５
０
万
円

・
農
地
・
水
路
維
持
管
理
等
委
託

料
　
　
　
　
　
　
６
２
０
万
円

・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
工
事
請

負
費
　
　
　
　
　
４
０
０
万
円

・
道
路
・
河
川
維
持
管
理
等
委
託

料
　
　
　
　
　
　
３
７
０
万
円

・
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

工
事
請
負
費
　
　
６
０
０
万
円

▼
新
郷
村
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等

強
靱
化
整
備
工
事
契
約
が
締
結

さ
れ
ま
し
た
。

１
．
工
事
の
名
称（
場
所
）

　
新
郷
村
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

等
強
靱
化
整
備
工
事（
戸
来
字

丹
内
沢
地
内
）

２
．
請
負
金
額
　
６
４
０
５
万
円

　
　（
内
消
費
税
額
３
０
５
万
円
）

３
．
契
約
の
相
手
方

　
　
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

　
　
青
森
支
店

※

公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
強
靱
化

整
備
事
業
と
は…

雪
害
等
で
長
時

間
テ
レ
ビ
視
聴
が
で
き
な
く
な
る

事
態
を
回
避
し
、
情
報
途
絶
に
よ

る
住
民
不
安
の
解
消
を
目
的
と
す

る
事
業
。

　
役
場
セ
ン
タ
ー
と
雪
害
の
多
発

地
帯
を
挟
む
位
置
に
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

を
新
設
置
し
、
役
場
セ
ン
タ
ー
と
サ

ブ
セ
ン
タ
ー
間
の
伝
送
路
の
２
ル
ー

ト
化
を
図
る
と
と
も
に
、
サ
ブ
セ
ン

タ
ー
に
非
常
用
発
動
発
電
機
を
設

置
し
、
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
と
受
信
点
設

備
へ
給
電
す
る
こ
と
で
長
時
間
の

停
電
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
10
月
21
日
か
ら
11
月
１
日
ま
で

の
土
日
を
除
く
10
日
間
に
わ
た

り
、
生
活
支
援
対
策
事
業
が
行
わ

れ
、
住
民
76
人（
男
性
36
人
、
女

性
40
人
）が
村
内
の
公
共
施
設
周

辺
の
草
取
り
や
村
道
の
側
溝
清
掃

作
業
に
従
事
し
ま
し
た
。

　
初
日
の
21
日
に
役
場
前
の
車
庫

で
行
わ
れ
た
出
発
式
で
は
、
戸
来

地
区
の
住
民
を
前
に
、
須
藤
村
長

が「
と
に
か
く
ケ
ガ
の
な
い
よ
う

に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」と
あ
い

さ
つ
。
こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨

で
し
た
が
、
作
業
に
あ
た
る
住
民

は
雨
ガ
ッ
パ
を
着
て
、
監
督
員
の

指
示
に
従
い
、
さ
っ
そ
く
作
業
現

場
に
向
か
い
ま
し
た
。
　

　
10
月
30
日
、
西
越
財
産
区
議

会
は
西
越
支
所
で
組
織
会
を
開

き
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

議
　
長
　
崩
　
利
雄（
崩 

75
歳
）

副
議
長
　
川
代
惠
則（
平 

66
歳
）

                 

（
敬
称
略
）

　
任
期
は
平
成
25
年
10
月
30
日

〜
平
成
29
年
10
月
29
日
ま
で
の

４
年
間
で
す
。

歳
入

歳
出整列、操法開始！整列、操法開始！

き
ょ
う
じ
ん
か

操法の練習を頑張ったご褒美に木村西分
遣所所長からトロフィーのプレゼント

戸来小学校のサツマイモ掘り 先生と一緒に大きく育ったサツマイモを掘る西越小学校の児童

しんごう保育園付近の除草作業

堂ヶ前～栃窪線の側溝清掃作業

役場前の車庫で行われた出発式

９月16日の台風による災害発生
現場（大谷地入り口）　　　　　

９月16日の台風による斜面崩落
現場（郡司）　　　　　　　　　

し
ん
ご
う
保
育
園
の
園
児

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
・

ミ
ニ
ポ
ン
プ
車
操
法
を
披
露
！

サツマイモ

掘り日和
びより

西
越
財
産
区
議
会

　
議
長
・
副
議
長
を
決
定

平
成
25
年
第
２
回
新
郷
村
議
会
臨
時
会

平
成
25
年
第
２
回
新
郷
村
議
会
臨
時
会
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後期高齢者医療被保険者のみなさまへ
　整骨院や接骨院などで柔道整復師の施術を受
けるときは、次のように保険証を使える場合と
使えない場合がありますので、ご注意ください。

○保険証を使えるとき
　医師や柔道整復師に、外傷性の骨折、脱臼、
打撲及び捻挫等（いわゆる肉ばなれを含む。）と
診断または判断され、施術を受けたとき
※内科的要因によるときは使えません。また、
骨折及び脱臼については、応急手当をする場合
を除き、あらかじめ医師の同意を得ることが
必要です。

○保険証を使えないとき
・単なる（疲労性・慢性的な要因からくる）肩こ
りや筋肉疲労
・脳疾患後遺症などの慢性病や症状の改善の見
られない長期の施術

・保険医療機関（病院、診療所など）で同じ負傷
等で治療中のもの
・労災保険が適用となる仕事中や通勤途上での
負傷

○施術を受ける時の注意
・負傷の原因を正確にきちんと伝えましょう
・療養費支給申請書の受取代理人欄（住所、氏名、
委任年月日）には、原則として患者の自筆によ
る記入が必要となります。
・施術が長期にわたる場合は、内科的要因も考
えられますので、医師の診察を受けましょう。
・領収書を受け取り、大切に保管しましょう。

　その他ご不明な点は、青森県
後期高齢者医療広域連合（℡ 017－
721－3821）までお問い合わせくだ
さい。
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　毎年この時期は、夕暮れ時・夜間における高
齢者の事故や、飲酒運転による重大事故の発生
が懸念されるほか、積雪・凍結路面でのスリッ
プ事故が多発する傾向にあります。
　交通ルールの遵守と交通マナーの実践につい
て再確認し、県民総ぐるみで交通事故の防止に
努めましょう。

　いつでも笑顔で過ごせるように、多くの方の
参加をお待ちしています。
期日：平成25年12月11日（水）
時間：午前10時～11時30分
場所：新郷村総合福祉センター（集会室）
講師：青い森のほほえみプロデュース推進協会
　詳しくは厚生グループまでお問い合わせくだ
さい。
問い合わせ先：新郷村役場厚生グループ
　　　　　　　℡ 0178－61－7555

“こころの健康づくり教室”を開催します

１．衣類など、燃えやすいものを近づけることは危険！
◇ストーブの上方で洗濯物を乾かすと、落下し火事
になるのでやめましょう。

◇ストーブの近くに燃えやすいものを置かないよう
にしましょう。

◇カーテンなどがストーブに接触しないようにしま
しょう。

◇スプレー缶などを温風が当たる場所に放置したり、
ストーブの上に置きっぱなしにしたりすると、缶
が膨張し破裂する恐れがあるのでやめましょう。

２．石油ストーブに給油する時は
完全に火を消してから！

３．薪ストーブの灰に注意！
◇取り灰やおき火は不用意に放置せず、不燃容器に
入れ、水をかけて完全に消火しましょう。

　消防に関するお問い合わせは、五戸消防署西分遣
所まで（電話７８－２１１９）

　自動車税の継続検査（車検）用の納税証明書の
紛失等による再発行が必要な方は、県税部窓口
で申請手続きができます。
　また、必要なものは、本人申請の場合は、①
自動車検査証（車検証）、②本人確認書類（運転免
許証・保険証・旅券など）、③印章（ハンコ）です。
代理申請の場合は、代理の方の②、③と納税義
務者からの委任状も必要です。
　なお、お急ぎの方、郵送での手続きを希望す
る方は、県税部にお問い合わせください。申請
用紙は、県税部窓口または青森県ホームページ
「県税（http://www.pref.aomori.lg.jp/life/tax/）」
の各種申請用紙ダウンロードで入手できます。
（問い合わせ先）
三八地域県民局県税部 納税管理課
電話27－5111 内線211・327・357

　放送大学では、平成26年度第12学期（４月入学）
の学生を募集しています。
　放送大学はテレビ等の放送やインターネット
を利用して授業を行う通信制の大学です。
　働きながら学んで大学を卒業したい、学びを
楽しみたいなど、様々な目的で幅広い世代、職
業の方が学んでいます。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・自
然科学など、幅広い分野を学べます。
　出願期間は平成26年２月28日まで。資料を無
料で差し上げています。お気軽に放送大学青森
学習センター（℡ 0172－38－0500）または八戸サテ
ライトスペース（℡ 0178－70－1663）までご請求く
ださい。放送大学ホームページでも受け付けて
おります。

しょうぼう情報
∞∞∞　五戸消防署西分遣所からのお知らせ　∞∞∞

村民税・県民税は特別徴収（給与引き去り）で
　毎月の給与から所得税を源泉徴収（給与引き去
り）されている給与所得者は、村民税・県民税に
ついても同様に事業主（給与支払者）が特別徴収
（給与引き去り）して納めていただくことが、原
則となっています。
　従業員にとっては、年４回に分けて自分で納
める普通徴収に比べて、年12回で納める特別
徴収（給与引き去り）は、１回の負担が少なく納
め忘れもなくなるなどの利点があります。また、
税額は村から毎年５月に通知しますので、事業
主の方は計算をする必要もありません。
　対象は、前年中に給与の支払いを受け、かつ
当年の４月１日において給与の支払いを受けて
いる従業員となります。
　事業主の方は、来年１月末までに村に提出す

る給与支払報告書で特別徴収の手続きを忘れず
にしてください。
　なお、県と村では、村民税・県民税の特別徴収
制度の周知と徹底に取り組んでおり、平成26年度
以降は、普通徴収で報告された場合でも特別徴収
の義務があると認められるときは、事業主を特別
徴収義務者として指定することがあります。
　詳しくは、県税部または役場税務グループま
でお問い合わせください。

（問い合わせ先）　
三八地域県民局県税部　納税管理課
　電話　0178－27－5111 内線207
新郷村役場　税務グループ
　電話　0178－78－2111 内線502

運動の期間

運動の重点

平成25年12月11日（水）から12月20日（金）
までの10日間

１　高齢者の交通事故防止
２　飲酒運転の根絶
３　冬道の安全運転の推進
４　踏切事故の防止

冬の交通安全県民運動

県民総ぐるみで交通事故を
防止しましょう
県民総ぐるみで交通事故を
防止しましょう

放送大学 ４月生募集のお知らせ

自動車税の納税証明書の
再発行について

　個人の白色申告者のうち前々年分あるいは前
年分の事業所得、不動産所得又は山林所得の合
計額が300万円を超える方に必要とされていた記
帳と帳簿書類の保存が、平成26年１月からは、
これらの所得を生ずべき業務を行う全ての方（所
得税及び復興特別所得税の申告の必要がない方
を含みます。）について必要となります。
　記帳・帳簿等の保存制度や記帳の内容の詳細
は、国税庁ホームページ（http：//www.nta.go.jp）
に掲載されていますので、ご覧ください。
　詳しくは、最寄りの税務署にお問い合わせく
ださい。

平成26年１月から、記帳・帳簿等の
保存制度の対象者が拡大されます。

お知らせ

・
・
・
・
・

お
給
料
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後期高齢者医療被保険者のみなさまへ
　整骨院や接骨院などで柔道整復師の施術を受
けるときは、次のように保険証を使える場合と
使えない場合がありますので、ご注意ください。

○保険証を使えるとき
　医師や柔道整復師に、外傷性の骨折、脱臼、
打撲及び捻挫等（いわゆる肉ばなれを含む。）と
診断または判断され、施術を受けたとき
※内科的要因によるときは使えません。また、
骨折及び脱臼については、応急手当をする場合
を除き、あらかじめ医師の同意を得ることが
必要です。

○保険証を使えないとき
・単なる（疲労性・慢性的な要因からくる）肩こ
りや筋肉疲労
・脳疾患後遺症などの慢性病や症状の改善の見
られない長期の施術

・保険医療機関（病院、診療所など）で同じ負傷
等で治療中のもの
・労災保険が適用となる仕事中や通勤途上での
負傷

○施術を受ける時の注意
・負傷の原因を正確にきちんと伝えましょう
・療養費支給申請書の受取代理人欄（住所、氏名、
委任年月日）には、原則として患者の自筆によ
る記入が必要となります。
・施術が長期にわたる場合は、内科的要因も考
えられますので、医師の診察を受けましょう。
・領収書を受け取り、大切に保管しましょう。

　その他ご不明な点は、青森県
後期高齢者医療広域連合（℡ 017－
721－3821）までお問い合わせくだ
さい。
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　毎年この時期は、夕暮れ時・夜間における高
齢者の事故や、飲酒運転による重大事故の発生
が懸念されるほか、積雪・凍結路面でのスリッ
プ事故が多発する傾向にあります。
　交通ルールの遵守と交通マナーの実践につい
て再確認し、県民総ぐるみで交通事故の防止に
努めましょう。

　いつでも笑顔で過ごせるように、多くの方の
参加をお待ちしています。
期日：平成25年12月11日（水）
時間：午前10時～11時30分
場所：新郷村総合福祉センター（集会室）
講師：青い森のほほえみプロデュース推進協会
　詳しくは厚生グループまでお問い合わせくだ
さい。
問い合わせ先：新郷村役場厚生グループ
　　　　　　　℡ 0178－61－7555

“こころの健康づくり教室”を開催します

１．衣類など、燃えやすいものを近づけることは危険！
◇ストーブの上方で洗濯物を乾かすと、落下し火事
になるのでやめましょう。
◇ストーブの近くに燃えやすいものを置かないよう
にしましょう。
◇カーテンなどがストーブに接触しないようにしま
しょう。
◇スプレー缶などを温風が当たる場所に放置したり、
ストーブの上に置きっぱなしにしたりすると、缶
が膨張し破裂する恐れがあるのでやめましょう。

２．石油ストーブに給油する時は
完全に火を消してから！

３．薪ストーブの灰に注意！
◇取り灰やおき火は不用意に放置せず、不燃容器に
入れ、水をかけて完全に消火しましょう。

　消防に関するお問い合わせは、五戸消防署西分遣
所まで（電話７８－２１１９）

　自動車税の継続検査（車検）用の納税証明書の
紛失等による再発行が必要な方は、県税部窓口
で申請手続きができます。
　また、必要なものは、本人申請の場合は、①
自動車検査証（車検証）、②本人確認書類（運転免
許証・保険証・旅券など）、③印章（ハンコ）です。
代理申請の場合は、代理の方の②、③と納税義
務者からの委任状も必要です。
　なお、お急ぎの方、郵送での手続きを希望す
る方は、県税部にお問い合わせください。申請
用紙は、県税部窓口または青森県ホームページ
「県税（http://www.pref.aomori.lg.jp/life/tax/）」
の各種申請用紙ダウンロードで入手できます。
（問い合わせ先）
三八地域県民局県税部 納税管理課
電話27－5111 内線211・327・357

　放送大学では、平成26年度第12学期（４月入学）
の学生を募集しています。
　放送大学はテレビ等の放送やインターネット
を利用して授業を行う通信制の大学です。
　働きながら学んで大学を卒業したい、学びを
楽しみたいなど、様々な目的で幅広い世代、職
業の方が学んでいます。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・自
然科学など、幅広い分野を学べます。
　出願期間は平成26年２月28日まで。資料を無
料で差し上げています。お気軽に放送大学青森
学習センター（℡ 0172－38－0500）または八戸サテ
ライトスペース（℡ 0178－70－1663）までご請求く
ださい。放送大学ホームページでも受け付けて
おります。

しょうぼう情報
∞∞∞　五戸消防署西分遣所からのお知らせ　∞∞∞

村民税・県民税は特別徴収（給与引き去り）で
　毎月の給与から所得税を源泉徴収（給与引き去
り）されている給与所得者は、村民税・県民税に
ついても同様に事業主（給与支払者）が特別徴収
（給与引き去り）して納めていただくことが、原
則となっています。
　従業員にとっては、年４回に分けて自分で納
める普通徴収に比べて、年12回で納める特別
徴収（給与引き去り）は、１回の負担が少なく納
め忘れもなくなるなどの利点があります。また、
税額は村から毎年５月に通知しますので、事業
主の方は計算をする必要もありません。
　対象は、前年中に給与の支払いを受け、かつ
当年の４月１日において給与の支払いを受けて
いる従業員となります。
　事業主の方は、来年１月末までに村に提出す

る給与支払報告書で特別徴収の手続きを忘れず
にしてください。
　なお、県と村では、村民税・県民税の特別徴収
制度の周知と徹底に取り組んでおり、平成26年度
以降は、普通徴収で報告された場合でも特別徴収
の義務があると認められるときは、事業主を特別
徴収義務者として指定することがあります。
　詳しくは、県税部または役場税務グループま
でお問い合わせください。

（問い合わせ先）　
三八地域県民局県税部　納税管理課
　電話　0178－27－5111 内線207
新郷村役場　税務グループ
　電話　0178－78－2111 内線502

運動の期間

運動の重点

平成25年12月11日（水）から12月20日（金）
までの10日間

１　高齢者の交通事故防止
２　飲酒運転の根絶
３　冬道の安全運転の推進
４　踏切事故の防止

冬の交通安全県民運動

県民総ぐるみで交通事故を
防止しましょう
県民総ぐるみで交通事故を
防止しましょう

放送大学 ４月生募集のお知らせ

自動車税の納税証明書の
再発行について

　個人の白色申告者のうち前々年分あるいは前
年分の事業所得、不動産所得又は山林所得の合
計額が300万円を超える方に必要とされていた記
帳と帳簿書類の保存が、平成26年１月からは、
これらの所得を生ずべき業務を行う全ての方（所
得税及び復興特別所得税の申告の必要がない方
を含みます。）について必要となります。
　記帳・帳簿等の保存制度や記帳の内容の詳細
は、国税庁ホームページ（http：//www.nta.go.jp）
に掲載されていますので、ご覧ください。
　詳しくは、最寄りの税務署にお問い合わせく
ださい。

平成26年１月から、記帳・帳簿等の
保存制度の対象者が拡大されます。
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みんなで力を合わせたミニポ
ンプ車操法。練習は難しかっ
たけど、本番ではたくさん拍
手をもらえたので嬉しかった
です。

鹿島　煌大くん（さくら組）
村の文化祭でおゆうぎをしまし
た。たくさん人がいて、きん
ちょうしたけど、上手にかわい
く踊ることができました。

奥山　　凜さん（さくら組）
こうだいか しま りんおくやま

14

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり
良質堆肥で収入ＵＰ！！　　　  　　

有機資源センター新郷　　　　　

問い合わせ先　TEL７８－３５５５
営 業 時 間　午前９時～午後４時
　　　　　　　（休日：毎週月曜日、年末年始）

平成２１年度あおもり推きゅう肥品評会

優秀賞受賞

師 走
12月

福　山　煌　晶くん
Ｈ24・５・27生
（地区）戸来
（パパ）智樹
（ママ）明子

パパとママのねがい

きょうだい仲良く

人の動き
男　1,376人（－８人）
女　1,467人（－５人）
計　2,843人（－13人）
世帯数948世帯（－２世帯）
（平成25年10月31日現在）
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むらのガイド

平成25年

ターコイズ（土耳古玉）
̶ 成功・大成 ̶誕 生 石

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

村民相談日　毎週月・木曜日　午前９時〜午後４時まで（場所：山村開発センター　祝祭日の場合は曜日変更あり）

２０１３年１２月
行　　事　　等 備　　　考

ふく やま おう しょう

日 曜

山村開発センター１階　中会議室　9：00～12：00

総合福祉センター

美郷館

山村開発センター２階　相談室　 10：00～15：00

総合福祉センター
美郷館

みんなで支える
国民年金

日本年金機構

この広報紙は地産地消・輸送マイレージに配慮した植物油インキを使用しています。
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しわす
December 新郷温泉館休館日

国民健康保険税第３期納期限２ 月
介護保険料普通徴収第３期納期限
特定健診（～６日）　不用犬の引き取り日４ 水

６ 金
特設人権相談
資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日

９ 月

がん健診・特定健診結果説明会・生活習慣改善指導

11 水

新郷温泉館休館日

８ 日 一般家庭防火診断
しんごうクリスマスフェスタ2013

１ 日 一般家庭防火診断

行政相談

13 金
冬の交通安全県民運動（～20日）

16 月
資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日
新郷温泉館休館日

18 水 特定健診（～20日）

19 木 母と子の栄養教室・乳幼児健康相談
第23回交通安全ゲートボール大会・電動カート安全講習会
資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日20 金 ２学期終業
●天皇誕生日23 月
クリスマス・イブ24 火
クリスマス　固定資産税・住民税第４期納期限25 水 特定健診（～27日）
官庁仕事納め　燃えないごみ収集日27 金
大みそか31 火
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